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�
二
宮
神
社
大
祭
（
七
年
祭
）
前
編

　

皆
さ
ん
は
７
年
に
一
度
、
習
志
野
市
、

船
橋
市
、
千
葉
市
、
八
千
代
市
の
４
市
に

ま
た
が
る
大
祭
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
？
二
宮
神
社
大
祭
は
十
二
支
の

 
丑 
と 
未 
の
年
、
つ
ま
り
数
え
年
で
七
年
に

う
し 

ひ
つ
じ

一
度
行
わ
れ
七
年
祭
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
年
は　

月
１
〜
４
日
に

１１

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
祭
は
安
産
守
護
に
因

ん
だ
祭
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

資
料
に
よ
る
と
七
年
祭
り
の
始
ま
り
は
、

今
か
ら　

年
前
の
文
安
二
年
（　

年
）
こ

552

1445

の
あ
た
り
を
支
配
し
た 
馬
加 
城
の
城
主
、

ま
く
わ
り

千
葉 
康
胤 
の
御
内
室
が
懐
妊
し
ま
し
た
が
、

や
す
た
ね

　

ヶ
月
を
過
ぎ
て
も
出
産
の
気
配
が
な
く
、

１１康
胤
は
い
た
く
心
配
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

神
様
に
頼
り
に
、「
成
就
の
あ
か
つ
き
に

は
祭
礼
を
執
行
す
る
」
と
誓
い
安
産
を
祈

願
し
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
無
事
に
男
子

が
誕
生
し
ま
し
た
。
誓
い
ど
お
り
に
領
地

の
村
々
に
使
い
を
回
し
盛
大
に
祭
礼
を
行

い
ま
し
た
。
領
内
の
神
社
は
九
社
あ
り
一

大
家
族
の
間
柄
に
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
三
山
村
の
二
宮
神
社
（
夫
）、
畑
村
の

子
安
神
社
（
妻
）、
大
和
田
村
の
時
平
神
社

（
息
子
）、 
古
和
釜 
村
の
八
王
子
神
社
（
息

こ

わ

が

ま

子
）、
高
津
村
の
高
津 
比　
 
神
社
（
娘
）、

ひ

め

久
々
田

     

村
の
菊
田
神
社
（
叔
父
）、
実
籾
村

く

ぐ

た

の
大
原
神
社
（
叔
母
）、
武
石
村
の 
三
代
王 

さ
ん
だ
い
お
う

神
社
（
産
婆
）、
馬
加
村
の 
子
守 
神
社
（
子

こ
ま
も
り

守
）
で
、
こ
れ
ら
の
各
神
社
の
神
輿
が
三

山
村
の
神
揃
場
へ
集
ま
り
ま
す
。
九
社
の

先
頭
を
き
っ
て
菊
田
神
社
が
参
進
す
る
大

役
を
果
た
し
ま
す
。
な
お
菊
田
神
社
の
お

神
輿
は
平
成
７
年
に
新
調
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
神
輿
を
先
頭
に
順
次
行
列
を
似
て
二

宮
神
社
社
殿
に
参
進
し
て
大
祭
を
行
い
ま

す
。
菊
田
社
の
神
輿
が
先
頭
な
の
は
康
胤

の
子
供
が
出
産
さ
れ
た
折
に
、
一
番
早
く

祝
い
に
駆
け
つ
け
た
か
ら
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
昔
は　

日
の
湯
立
神
楽
で
神
が
か

１３

り
に
な
っ
た
神
主
が
大
祭
の
日
を
告
げ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
九
月
一

�津田沼小学校の歴史
　明治 6年、東漸寺（津田沼 4丁目）を仮校舎と

して、現在の津田沼小学校の前身である菊田尋常

小学校が誕生しました。発足当時は教師 1名、生

徒数40数名でした。その後菊田公民館に移り、さ

らに明治 41 年に新校舎が京成車輌工場用地から

現在地に移転しました。教育令の改正に伴い明治

41 年４月１日より町内に所在した各小学校（菊田

分教場・鷺沼分教場・大久保分教場・谷津分教場・

藤崎分教場）は、津田沼尋常高等小学校に統合さ

れました。学年も尋常小学４学年、高等小学校４

学年の四・四制が、尋常科６学年、高等科２学年

の六・二制に改められました。

　また鷺沼小学校、大久保小学校、谷津小学校を

分離新設するなど、文字通り明治・大正・昭和と

激動の 1世紀をたどり、大久保小学校の分離を機

に津田沼町津田沼国民小学校と改名しました。そ

の後昭和 22 年現在の津田沼小学校という名称に

なりました。

　昭和32年3月現在地の津田沼4丁目に円形校舎、

東校舎が完成し、同年 9月に西校舎の完成をもっ

て現在に至ります。
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発　行：習志野販売株式会社
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TEL　047-454-2355　FAX　047-454-2357

URL　 http://www.asamaru.com/

e-mail　info@asamaru.com
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�フリーマーケット出店者募集�
�津田沼 1丁目商店会フリーマーケット
日　時　平成 15 年 10 月 26 日（日）

　　　　午前 10 時から午後 3時

場　所　新京成「新津田沼駅前」2階通路

　　　　（屋根付会場）

募集数　28 区画（飲食除く）

出店料　2,000 円（1区画：2ｍ× 2ｍ）

締切日　10 月 10 日（金）

申込先　習志野市商店会連合会　『津田沼 1丁

　　　　目商店会フリーマーケット係』まで

　　　　〒 275-0016　習志野市津田沼 5-12-12
　　　　サンロードビル 4Ｆ

　　　　電話　047 － 455 － 1955　

　　　　FAX　047 － 455 － 1956

�商店会連合会フリーマーケット
日　時　平成 15 年 11 月 24 日（月）

　　　　午前 10 時から午後 2時

　※雨天の場合には 11 月 30 日（日）に延期

場　所　習志野市役所前駐車場

募集数　100 区画（飲食除く）

出店料　2,000 円（1区画：2.5 ｍ× 5ｍ）

応募資格　習志野市民・商店会・団体他

締切日　10 月 24 日（金）（消印有効）

申込先　習志野市商店会連合会　『11/24 フ　

　　　　リーマーケット係』まで

　　　　〒 275-0016　習志野市津田沼 5-12-12
　　　　サンロードビル 4Ｆ

　　　　電話　047 － 455 － 1955　

　　　　FAX　047 － 455 － 1956

上記の申込先へ、往復ハガキに住所・氏名・

電話番号・FAX・主な出品物を明記の上お送り

下さい。尚、応募者多数の場合には抽選となり

ます。

�フリーマーケットに行こうよ��
�サンプラザ商店街フェスタバザール楽市
　フリーマーケット
日　時　10 月 11 日（土）　午前 8時から

場　所　京成谷津駅北口広場

連絡先　さくら書店　電話　475 － 5455

�ワイがやフリーマーケット
日　時　10 月 12 日（日）　午前 9時から

場　所　京成津田沼駅南口ロータリー広場

連絡先　高村　電話　090 － 8872 － 7769

（連絡は午前 10 時から午後 5時までにお願い

します）

�秋まつり情報�
�第 23 回秋津まつり
前夜祭　10 月 11 日（土）

本祭り　10 月 12 日（日）

場　所　前夜祭：秋津小学校校庭

　　　　本祭り：秋津バス通り

内　容　夜店・バザール、星空コンサート他

�谷津 5・6丁目地区秋まつり
日　時　10 月 18 日（土）・19 日（日）正午から

場　所　谷津駅北口広場（メイン会場）

内　容　今年は谷津西部連合町会が新調した

　　　　「大きな山車」が出ます。子どもみこ

　　　　し、おはやし、踊り、カラオケ、屋台

　　　　やお楽しみ抽選会もあります。
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日
二
宮
神
社
に
各
社
の
神
宮
、
祭
典
委
員

が
集
会
し
、
そ
こ
で
大
祭
の
日
時
が
決
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

口
伝
に
よ
る
と
姉
ケ
崎
神
社
（
市
原
市

姉
ケ
崎
）
も
姉
と
し
て
大
祭
に
参
加
し
互

い
に
海
岸
で
狼
煙
を
あ
げ
挨
拶
し
た
と
い

い
ま
す
が
、
今
で
は
祭
典
代
表
者
が
二
宮

神
社
に
二
宮
神
社
の
大
祭
の
時
礒
出
式
が

終
了
す
る
と
姉
ケ
崎
に
向
か
っ
て
神
輿
は

一
礼
を
す
る
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

菊
田
神
社
は
弘
仁
年
間
（　

年
代
）
前

810

頃
に
石
造
り
の
神
社
と
し
て
久
久
田
神
社

と
称
し
て
祭
祀
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時

は
こ
の
境
内
地
は
小
嶋
で
嶋
の
上
に
鎮
座

さ
れ
て
い
た
御
社
を
産
土
神
お
よ
び
氏
神

と
し
て
奉
斎
信
仰
し
て
い
ま
し
た
。
賓
暦

年
間
桃
園
天
皇
の
御
代
に
社
名
を
菊
田
大

明
神
と
解
明
さ
れ
ま
し
た
。
菊
は
日
本
の

名
花
、
菊
文
字
は
久
久
の
文
字
よ
り
も
御

社
名
に
相
応
し
い
と
の
理
由
で
改
名
さ
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

後
編
で
は
祭
の
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。

口

口

羊

写真：前回の二宮神社大祭風景


